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“
ド
ロ
ー
ン
”
活
用
の
説
明
会

　

国
は
今
「
次
世
代
農
林
水
産
創
造

技
術
」
と
称
し
最
新
農
業
を
進
め
て

い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
“
ス
マ
ー
ト
農

業
”
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
中
に
は
Ｉ

Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
駆
使
し

た
農
機
シ
ス
テ
ム
な
ど
が
あ
り
ま
す

が
、
農
作
業
の
省
力
化
や
生
産
性
の

向
上
を
担
う
“
ス
マ
ー
ト
農
業
”
の

実
現
に
向
け
た
開
発
も
加
速
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
話
題
と
し
て
は
ロ
ボ

ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
ー
や
可
変
施
肥
、
ド

ロ
ー
ン
（
小
型
無
人
飛
行
機
）
に
よ

る
空
撮
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
水

田
の
推
移
を
確
認
し
て
吸
水
と
排
水

を
遠
隔
制
御
す
る
水
位
管
理
シ
ス
テ

ム
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
多
様
性
に
は
大
き
な
期
待
が
寄

　

お
に
ぎ
り
を
同
時
に
握
っ
た
人
数
で
ギ
ネ
ス
世

界
新
記
録
を
め
ざ
す
イ
ベ
ン
ト
が
10
月
10
日
、
道

の
駅
あ
さ
ひ
か
わ
で
行
わ
れ
、
当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
青

年
・
女
性
部
14
名
の
ほ
か
、
職
員
も
参
加
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
米
ど
こ
ろ
上
川
を
Ｐ
Ｒ
す
る

「
秋
の
収
穫
祭
２
０
１
６
」
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
、
上
川
地
区
農
協
組
合
長
会
が
主
催
。
こ
の
日

に
は
千
人
の
募
集
予
定
を
上
回
る
１
２
９
２
人
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　

認
定
は
１
０
０
グ
ラ
ム
以
上
の
ご
飯
に
具
を
入

れ
て
５
分
以
内
に
仕
上
げ
る
の
が
条
件
と
な
っ
て

い
ま
す
。
新
米
の
ゆ
め
ぴ
り
か
が
一
斉
に
握
ら

れ
、
ギ
ネ
ス
公
式
認
定
員
が
審
査
の
結
果
、
割
れ

た
り
具
が
出
た
り
し
た
19
人
が
失
格
と
な
っ
た
も

の
の
、
新
記
録
が
認
定
さ
れ
る
と
会
場
は
大
き
く

盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

美
瑛
町
内
の
小
学
５
・
６
年
生
で
取
組

ま
れ
て
い
る
「
あ
ぐ
り
ス
ク
ー
ル
in
び
え

い
」
の
収
穫
体
験
が
９
月
30
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
食
育
事
業
の
一
環
と
し
て
Ｊ
Ａ

青
年
部
や
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
会
の
事
業

スマート農業の“扉”
“
ド
ロ
ー
ン
”
活
用
の
説
明
会

農業で新たな活躍が期待されている
ドローンの説明会

せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ス
マ
ー
ト
農
業
の
実
現
に
向
け
組
合
員
の
皆

さ
ん
の
関
心
が
高
ま
る
中
、
10
月
26
日
、
ド
ロ

ー
ン
ジ
ャ
パ
ン(

株)

に
よ
る
実
演
説
明
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
平
成
29
年
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
“
Ｄ
Ｊ
ア
グ
リ
サ
ー
ビ
ス
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
”
。
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
圃

場
デ
ー
タ
の
集
約
・
分
析
を
行
い
、
そ
れ
に
基

づ
い
た
結
果
を
生
産
者
へ
還
元
す
る
と
い
っ
た

も
の
で
す
。

　

具
体
的
に
は
ド
ロ
ー
ン
に
よ
っ
て
上
空
か
ら

撮
影
し
た
各
種
デ
ー
タ
を
分
析
し
、
小
麦
の
刈

取
り
適
期
の
診
断
を
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
り

ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
各
部
会
と
の
協
議
を
経
て
、
来

年
か
ら
試
験
運
用
を
進
め
る
予
定
で
す
。

“おにぎり”握ってギネス新

予定を超える参加者でギネス世界新が認定されました

あ
ぐ
り
ス
ク
ー
ル　
　

び
え
い

収穫体験に“汗”

あぐりスクール in びえいの

収穫体験は 76名

と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
田
植
え
か
ら
収

穫
・
調
理
ま
で
の
一
年
を
通
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
取
り
組
み
ま
す
。
今
後
は
収
穫
さ
れ
た
米

の
調
理
体
験
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

in
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北
海
道
　

作
付
面
積

　ＴＰＰが発効されれば安価な輸入農産物の
増加が確実視される中、政府はＴＰＰの農業
対策の一環としてすでに全ての加工食品に原
料原産地表示を義務付けることとしている。
表示を通じて消費者と生産者を結び付け国内
農業の振興につなげるとしている。食料の６
割を海外に依存する日本では、すでに加工食
品の原材料も多くを輸入に頼っているのが現
状となっている。
　さらに現行制度では原料の原産地表示を義
務付けている品目数は全体の２１％程度とさ
れている。消費者庁が３月末に実施した消費
者への意向調査では原材料に国産を選びたい
とする割合が６５％を占めている現実も忘れ
てはならない。ＴＰＰの発行にかかわらず国
産原料を使った食品の購入を求める多くの国
民の選択に資する原料原産地表示制度の構築
が急がれる。
　検討会では国は国別表示を原則としながら
も、可能性表示などの例外規定を設けること
を基本に制度設計を進める方針だが意見が分
かれるとの見方もある。例外の導入は事業者
の負担軽減や食品流通の実態を踏まえた実行
可能な方策との位置づけであるが、認識や混
乱がないように厳格で明確な規程づくりがも
とめられる。
　すべての加工食品会社に原料原産地表示を
義務付けても国産原材料を使用した農産物
が供給されなければ農業振興にはつながらな
い。国は農業者が加工食品向けの原材料を採
算の合う価格で安定的に供給できる環境の整
備を進め、産地と食品加工業界が連携した商
品開発を行うための後押しも求められる。

原料原産地表示の義務は当然

国産品を確実に買える仕組みを！

　

道
農
協
畑
青
対
策
本
部
は
９
月

末
に
本
部
委
員
会
を
開
き
、
平

成
28
年
産
畑
作
物
の
実
作
付
を
公

表
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
７
月
１
日

現
在
で
道
中
央
会
が
ま
と
め
た

も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
ま
す

と
麦
類
、
豆
類
、
馬
鈴
薯
、
て
ん

菜
の
畑
作
４
品
に
そ
ば
、
な
た
ね

な
ど
の
雑
穀
類
の
実
作
付
面
積
は

３
１
０
，
６
０
６
㌶
で
前
年
に
比

較
し
９
６
４
㌶
の
減
少
。

　

麦
類
で
は
前
年
並
み
の
作
付
を

キ
ー
プ
し
た
も
の
の
豆
類
は
近
年

の
需
給
環
境
を
反
映
し
、
小
豆
・

菜
豆
の
面
積
が
大
き
く
減
少
す
る

一
方
、
大
豆
が
大
き
く
増
加
。
馬

鈴
薯
で
は
生
食
、
種
子
が
減
少
し
加
工
や
で

ん
粉
用
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
全
道
的
に
農

業
者
戸
数
が
減
少
す
る
中
で
、
畑
作
物
生
産

者
の
一
戸
当
た
り
作
付
面
積
が
増
加
す
る
一

方
、
播
種
か
ら
収
穫
ま
で
の
機
械
化
指
向
が

う
か
が
え
ま
す
。

　

て
ん
菜
は
直
播
指
向
に

　

麦
類
全
体
で
の
作
付
は
12
万
２
，
９
８
８

㌶
で
ほ
ぼ
前
年
並
み
の
作
付
と
な
っ
た
も
の

の
主
力
の
麺
用
か
ら
需
要
の
伸
び
が
見
ら
れ

る
パ
ン
・
中
華
麺
用
に
作
付
面
積
が
シ
フ
ト

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
き
く
作
付
面
積
が
変
わ
っ
た
の
は
豆
類

で
、
特
に
28
年
産
は
雑
豆
の
需
給
改
善
に
向

け
戦
略
的
な
指
標
を
設
定
し
て
い
た
も
の
の

大
豆
を
除
く
全
品
種
で
指
標
を
下
回
る
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

実
作
付
面
積
で
は
小
豆
で
前
年
比
５
，

７
３
４
㌶
減
の
１
万
５
，
３
２
５
㌶
、
菜
豆

は
１
，
１
９
３
㌶
減
の
７
，
８
１
６
㌶
で
合

計
の
面
積
で
は
指
標
面
積
の
削
減
幅
を
上
回

り
約
７
，
０
０
０
㌶
も
の
減
少
と
な
っ
て
い

ま
す
。
一
方
大
豆
は
５
，
４
０
６
㌶
増
の

３
万
５
，
６
０
７
㌶
と
指
標
を
大
き
く
上
回

る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

豆
類
全
体
で
は
前
年
比
１
，
１
０
９
㌶
減

の
６
万
１
，
７
２
５
㌶
と
な
っ
て
お
り
、
豆

類
の
価
格
低
迷
に
よ
る
収
入
確
保
が
難
し
い

現
状
に
あ
る
こ
と
か
ら
小
豆
・
菜
豆
を
中
心

と
す
る
雑
豆
の
用
途
が
外
国
産
に
置
き
換
わ

る
こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
馬
鈴
薯
で
は
で
ん
粉
原
料
用

が
１
万
５
，
８
９
４
㌶
で
前
年
比
３
６
８

㌶
の
増
。
加
工
用
も
１
万
３
，
７
２
２
㌶

で
５
３
１
㌶
増
え
た
も
の
の
生
食
用
で
は

１
万
４
，
４
１
０
㌶
で
７
１
４
㌶
減
、
種
子

用
で
は
４
，
７
６
４
㌶
４
５
３
㌶
の
減
少
と

な
り
、
馬
鈴
薯
全
体
で
は
前
年
比
２
６
８
㌶

減
の
４
万
８
，
７
９
０
㌶
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

て
ん
菜
に
つ
い
て
は
前
年
比
７
０
８
㌶
増

の
５
万
９
，
３
９
０
㌶
で
こ
の
う
ち
直
播
が

１
，
８
１
８
㌶
増
の
１
万
３
，
２
０
８
㌶
増

の
１
万
３
，
２
０
６
㌶
と
な
り
十
勝
を
中

心
に
大
き
く
増
え
、
そ
の
割
合
は
22
％
余
と

な
っ
て
い
ま
す
。
雑
穀
類
で
は
、
そ
ば
は

４
４
３
㌶
減
の
１
万
７
，
０
０
９
㌶
、
な
た

ね
は
７
０
４
㌶
と
な
っ
て
い
ま
す
。

小
豆
類
減
、
大
豆
と
て
ん
菜
に
シ
フ
ト

北
海
道
　

作
付
面
積

変わる畑作物の作付構成
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Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の

時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に

定
期
的
に
お
伝
え
し
ま
す
。

　

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

　

７
月
に
公
開
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ

リ
「
Ｊ
Ａ
２
Ｍ
Ｐ
」
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
数
が

５
０
０
０
件
を
突
破
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
が
登
録
す
る
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
ス
ポ
ッ
ト

の
数
は
約
１
２
０
０
件
。
地
域
に
よ
っ
て
は
地

元
食
材
を
使
う
飲
食
店
を
登
録
す
る
な
ど
、
工

夫
を
凝
ら
し
て
お
り
ま
す
。

　

北
海
道
の
農
畜
産
物
が
当
た
る
プ
レ
ゼ
ン
ト

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
実
施
中
。
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
ス

ポ
ッ
ト
を
回
っ
て
集
め
た
ポ

イ
ン
ト
を
利
用
し
て
ぜ
ひ
ご

応
募
く
だ
さ
い
！
詳
細
は
ア

プ
リ
内
お
知
ら
せ
に
記
載
し

て
お
り
ま
す
。

※
第
１
弾
の
応
募
期
間
は
年

内
12
月
31
日
ま
で
で
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

　

度
重
な
る
台
風
の
上
陸
・
接
近
に
よ
り
道
内
各
地

で
甚
大
な
農
業
被
害
が
発
生
し
、
８
月
16
日
か
ら
９

月
１
日
の
期
間
の
災
害
が
激
甚
災
害
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

北
海
道
農
業
信
用
基
金
協
会
と
協
調
の
う
え
災
害

復
旧
お
よ
び
再
生
産
に
向
け
て
、
農
業
者
へ
の
資
金

供
給
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
今
般
の
農
業
災
害
に

対
応
す
る
Ｊ
Ａ
農
業
経
営
緊
急
支
援
資
金
の
本
年
度

貸
付
分
に
つ
い
て
、
①
貸
出
条
件
の
拡
充
、
②
借
入

れ
利
息
の
５
年
間
無
利
子
化
、
③
保
証
料
負
担
の
軽

減
を
実
施
し
ま
す
。

ホ
ク
レ
ン

　

皆
様
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
「
ホ
ク
レ
ン
パ
ー

ル
ラ
イ
ス　

フ
ァ
ン
感
謝
祭
２
０
１
６
」
を
石
狩
市

の
ホ
ク
レ
ン
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
工
場
で
開
催
。「
ご
ち
そ

う
新
米
ふ
る
ま
い
コ
ー
ナ
ー
」
や
、「
米
俵
１
俵
争
奪

　

大
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
」
な
ど
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

で
来
場
者
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

入
場
料
は
全
額
を
石
狩
市
に
寄

付
、
子
育
て
支
援
や
幼
児
教
育
等

次
世
代
育
成
事
業
な
ど
に
活
用
さ

れ
ま
す
。

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

　

10
月
よ
り
Ｊ
Ａ
自
動
車
共
済
加
入

者
向
け
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
「
Ｊ
Ａ
共
済

く
る
ま
の
ミ
カ
タ
」
が
新
登
場
。

　

緊
急
時
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
に
よ
る

レ
ッ
カ
ー
・
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
の
要
請
（
※
）
や

ト
ラ
ブ
ル
時
の
画
像
送
信
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

位
置
情
報
が
確
認
可
能
な
こ
と
で
、
事
故
受

付
も
ス
ム
ー
ズ
に
。
詳
し
く
は
、「
く
る
ま
の

ミ
カ
タ
」
で
検
索
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
※
）
交
通
事
情
、
気
象
状
況
等
や
ご
利

用
の
地
域
に
よ
り
一
部
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
が
出
来
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

　

組
合
員
な
ら
び
に
地
域
住
民
の
皆
様
の
生
命

と
健
康
を
守
る
た
め
、
本
会
事
業
の
積
極
的
な

啓
発
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
広
報

誌
「
す
ま
い
る
」
を
発
行
し
て
お
り
ま
す
。
年

３
回
発
行
し
て
お
り
、
様
々
な
医
療
・
健
康
情

報
を
発
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
掲
載

し
て
お
り
ま
す
。
是
非
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
通
信



【全体運】余計なことを考えて、エネルギーを無
駄遣いしそう。明るい色の服を着たり、音楽を
楽しむと気持ちが盛り上がるはず

【健康運】ストレスを感じやすい月。適宜発散して
【幸運を呼ぶ食べ物】カマス

【全体運】小さな失敗で、つまずく暗示。少しくら
いうまくいかなくてもクヨクヨしないで。迷った
ら、身近な人に相談を

【健康運】軽く運動をすると、より元気になれます
【幸運を呼ぶ食べ物】レンコン

【全体運】情緒不安定になりやすいかも。深刻に思
い悩むのはやめ「ダメ元」と気楽に構えて。手
書きの手紙を出すと開運に

【健康運】定期的に体を動かせば、体調に好影響
【幸運を呼ぶ食べ物】小豆

【全体運】クリエーティブな活動に励みたい期間。
絵を描いたり、歌を歌ったり、自己表現を。飲み
会の幹事役も大賛成！

【健康運】ちょっとしたけがに注意。行動は慎重に
【幸運を呼ぶ食べ物】リンゴ

【全体運】不注意になりやすいよう。慣れている作
業でも確認作業を怠らないこと。気力を高める
には手作りの趣味が最適

【健康運】ルーズになりがち。生活リズムを正して
【幸運を呼ぶ食べ物】ナメコ

【全体運】人気運アップ！いつも話の輪の中心にい
て、注目を集めそう。ショッピングは人気アイテ
ムに注目するのが◎

【健康運】おおむね良好。ぜひ新しいスポーツに挑戦を
【幸運を呼ぶ食べ物】ダイコン

【全体運】リラックスできる時期。頼まれごとは早
めに済ませ、自分の時間を満喫しましょう。習い
事に熱中するのも吉

【健康運】次第に回復。良質な睡眠が好運の鍵に
【幸運を呼ぶ食べ物】クワイ

【全体運】思う通り動いた方がチャンスに出合え
ます。自分がやりたいことに、全力を注いでみて。
新しいトライも好結果に

【健康運】話題の健康法を試すと手応えがあるかも
【幸運を呼ぶ食べ物】長ネギ

【全体運】サービス精神を発揮することで、対人運
が上向くはず。縁の下の力持ち的役割も笑顔でこ
なして。露天風呂につき

【健康運】喉のケアが大事。外出後は必ずうがいを
【幸運を呼ぶ食べ物】ヒラメ

【全体運】知的好奇心を刺激されやすいよう。興
味を引かれることはやってみる価値あり。人脈
拡大もスムーズに運びそう

【健康運】疲れをため込みがち。小まめに解消して
【幸運を呼ぶ食べ物】野沢菜

【全体運】弱気になりやすい傾向が。不安や心配
は誰かに聞いてもらい、スッキリしましょう。身
近に植物を置くのも幸運

【健康運】食生活の見直しを。調子アップの近道に
【幸運を呼ぶ食べ物】ユリ根

【全体運】行動力が高まる兆し。未知の世界にも
果敢に飛び込むことで、うれしい発見が。コン
サートやオペラも良い刺激に

【健康運】血行促進が健康の秘訣（ひけつ）。入浴もお勧め
【幸運を呼ぶ食べ物】ミカン
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―

②
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③
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畜

⑤
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消火器の巡回点検のお知らせ

ホクレン美瑛北町給油所　☎ 92-2157

　消火器の巡回点検を下記の内容にて実施致します。
　期限内の点検は「無料」ですが、
古い消火器の廃棄は「有料」です。
　新規交換をされる方の廃棄はサー
ビスとさせていただきます。

巡回期間：11 月 8 日～ 12 月末日
点検業者：旭川ハツタ商事㈱
※ JA の証明書を持参し巡回します。
※代金は、クミカン又は普通貯金での取扱いとな
ります。
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農協法公布記念キャンペーン

貯金課　金融店舗　☎ 92-4325

一斉訪問時の「一日皆貯金」集金の廃止に伴いまして、
下記の通りキャンペーンを実施いたします。
期間：11 月 1 日（火）～ 11 月 18 日（金）
場所：金融店舗窓口
内容：現金と一緒に一日皆貯金申込書と貯金通帳をご
持参いただいた方に素敵な商品をプレゼント！

コンバインの刈刃 格納研磨のお知らせ

免税軽油作業日誌の受付について

研修センター　☎ 92-0588

ホクレン美瑛北町給油所　☎ 92-2157

　来年の収穫時期に備えて刈刃を研ぎませんか？
研修センターでは来年までお預かりし、格納研磨の受
付を行っております。ぜひこの機会にご利用下さい。
≪特典≫◎工賃 15％引き　　
　　　　◎来年の 7 月頃までのお預かり◎お支払いは７月以降です

『格納研磨受付期限は１２月２2 日㈭まで』

　農業機械課では免税軽油作業日誌の受付を下記の内
容にて行います。
受付期間：11月 21日（月）～12月16日（金）
受付時間：平日　午前 9 時～午後 4 時
受付場所：研修センター研修室
   ※印鑑をご持参下さい。

研修センター　☎ 92-0588

11月10日（木）・11日（金）
　　
ＡＭ 10：００～ＰＭ３：００　　
　　　

平成 28 年度　農業機械早期予約展示会
アロック秋の感謝フェア2016同時開催！！

アルーダ感謝フェア・新車・中古車・スタッドレスタイヤ大商談会
小農具・部品販売・バッテリー　

ＪＡびえい研修センター周辺
【来場粗品・成約記念品進呈】

開催日時 開催場所

そば・うどんコーナーもあります
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研修センター　☎ 92-0588

上川管内ＪＡグループ農業機械早期予約取りまとめ

研修センター　☎ 92-0588

　研修センターでは、農業機械の早期予約取りまとめを行っております。
　申し込み期限は 12 月 26 日（月）までとなっております。
　詳しくは、研修センターまでご連絡をお願いします。

☎ 92-3455　FAX92-3488

FARM LAND からのお知らせ

防寒テムレス
水を通さず湿気は逃がす！
透湿防水機能でムレにくい
通常　1,315 円のところ　

　　　1,200円
3双で買うと　
　　1双あたり　1,000円

※M・L・LL　サイズのみ

シブがき退治
アク・シブの除去剤
頑固な農薬の汚れを溶解除去 !!	
お試し価格にて提供中 !!	 	
	 	
1ℓ　3,000円	
4ℓ　6,500円	

価格は全て税別となっております
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貯金課 金融店舗　☎ 92-4325



救援募金運動のご報告
　ＪＡグループ北海道などで組織する「北海道農業団体気象災害等対策本部」による、今回の一連の台風被害にかかる
救援募金運動を受け、当ＪＡでは役職員に広く義援金を募り、多くの賛同を得ました。集められた募金は、上記対策本
部を通じて被災地に送られます。被災された皆様には心よりお見舞いを申し上げるとともに、募金運動のご報告とさせ
ていただきます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　募金額：１８０，５００円
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融資課　☎ 68-7015

主な資金の新規貸付利率 　

北海道富良野緑峰高等学校　農業特別専攻科
☎ 0167-22-2594

平成 29 年度入学生募集について
　富良野緑峰高等学校農業特別専攻科では、自家の
農業に従事しながら専門的知識と技術を学びたい方
を募集しています。登校日数は１年間で約 70 日。
４月～ 10 月までの農繁期間は約 25 日に設定して
いるため、農作業に支障なく学ぶことができます。

修業年数　　２年間
募集人員　　２０名程度（男女共学）
受付期間　　平成２9 年１月１0 日（火）午前９時

から１月２3 日（月）正午まで（土、
日は除く）

検査日　　　平成２9 年 2 月 7 日（火）午前９時
検査会場　　北海道富良野緑峰高等学校
　　　　　　（富良野市西町 1 番 1 号）
検査内容　　作文（800 字）、面接
合格発表　　平成２9 年２月 15 日（水）
その他　　　※入学願書などは直接富良野緑峰高校

へ請求ください。

平成28年10月1日現在



　ご案内の「組合員宅一日一斉皆訪問」機関
のため１１月１8日（金）は一部の部門を除
き休業させていただきます。なお、金融店舗・
給油所は通常業務を行っておりますので、ご
案内いたします。

お伺いします。
農業新時代を協同の輪で築こう

ＪＡと対話
　組合員の皆さんの経済的・社会的な地位の向上を
大きな柱として施行された「農協法」は、戦後間も
ない昭和２２年に誕生し現在に至っています。しか
しながら平成２７年８月２９日には改正農協法が成
立し、同年９月４日に公布、平成２８年４月１日か
ら施行された経過にあります。
　農協中央会制度ができたのが昭和２９年ですので、
これ以降では最も大幅な改正となっています。
　来年、平成２９年は農協誕生の基盤となる農協法
が施行されて７０年の大きな節目を迎えます。農協
は食料の増産と安定供給、農村と地方経済の発展な
ど戦後の日本社会に大きな役割を果たしてきました。
　これまでも農協組織は時代に合わせ組織・事業を
改革しておりますが、さらなる農業所得の拡大、地
域の活性化と連動した自己改革が進められていると
ころです。
　新農協法における農協は「農業という職能組合」
とされているものの、ＪＡ組織の役割は農業を地域
でしっかりと展開し、地域経済を波及させ、地域を
どれだけ支えるかとも言われています。「あった方
がいいＪＡ」から「なくてはならないＪＡ」として
役割を発揮することが大切です。
　国の姿を大きく変える「ＴＰＰ問題」をはじめ難
題が山積しておりますが、この機会に多彩なご意見
をお寄せ頂ければ幸いです。

ＪＡ業務は一部を除き
休業させていただきます

ＪＡ職員が

第４1 回　組合員宅一日一斉皆訪問　班編成表
班№ 　氏　　名　 部　　　署 訪　問　集　落

28

植 田 隆 彰 経 理 課 ルベシベ北斗、二股町内会

津 山 和 正 営農支援課（農）丘の里ﾍﾙｼｰﾌｧｰﾑ

橋 立 あ や 生産資材課 ㈱アグリエイト

29
佐 々 木 一 誠 総 務 部 付 新星農業班　新星Ａ班、新星Ｃ班

腰 越 直 美 共 済 課 ㈱熊谷ファーム

30

高 橋　 章 購 買 部 新星農業班　新星Ｂ班、新星Ｄ班

草 野 有 香 貯 金 課 ㈱美瑛ファーム

中 山　 智 販 売 二 課

31
大 波　 満 農業機械課 横牛農事組合　横牛第一

友 田 博 明 経済対策課

32
中 野　 宏 生産振興課 横牛農事組合　横牛第二

向 山 修 平 農業機械課

33

中 山 洋 明 融 資 課 朗根内農事組合　朗根内更生

大 谷 菜 月 営農支援課

藤 田 節 夫 農業機械課

34

加 藤 正 樹 総 務 部 付 朗根内農事組合　朗根内

打 田 晴 美 農業機械課

吉 川　 晃 生産資材課

35
鈴 木 勝 也 販 売 部 俵真布町内会、（農）福田農園

太 田 香 緒 里 融 資 課（農）萌育実生産組合

36
江 花 光 春 営農支援課 旭農事組合　旭中央、旭第八

保 田 千 恵 美 経 理 課

37

山 本 穂 澄 総 務 部 付 旭農事組合　旭第一・六、旭第二

天 野　 瑛 販 売 一 課（農）旭新生組合

曽 我 部 敬 子 管 理 課

38
松 田 充 浩 生産振興課 旭農事組合　旭第三、旭第五

常 盤 繭 子 共 済 課 あさひファーム（有）、さわだ園芸（合）

39
佐 藤　 要 共 済 課 旭農事組合　旭第四・北星

長 谷 郁 人 販 売 二 課 荒川グランパ農園㈲

お伺いします。ＪＡ職員が
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第 41回
組合員宅

一日一斉皆訪問
第４1 回　組合員宅一日一斉皆訪問　班編成表
班№ 　氏　　名　 部　　　署 訪　問　集　落

1
佐 原 健 一 郎 畜 産 課 美馬牛第二

川 﨑 雄 作 販 売 一 課 美馬牛旭新

2
神 子 素 賢 一 管 理 課 ルベシベ第四

下 司 貴 博 農業機械課 ルベシベ共和

3

高 橋 正 明 経済対策課 福富三愛農事組合

河 上 慶 太 営農支援課 瑛進、間宮、福美沢

大曲、豊栄藤 田 雅 史 農業機械課

4
平 間 尚 貴 営農支援課 大村農成会、㈲アグリック

橋 本 宏 子 共 済 課

5
大 市 和 明 生産資材課 水沢平誠会Ａ、（農）藤田農場

松 井 あ ゆ み 経 理 課 福富三愛農事組合（みどり）

6

渡 辺 隆 史 総 務 部 付 水沢平誠会Ｂ

佐 藤 公 俊 農業機械課（農）平和生産組合

丸 山 令 子 経 理 課

7

川 村 直 美 融 資 課 北瑛農事組合 1班、北瑛農事組合 2班

眞 鍋 啓 太 営農支援課（農）柏台生産組合、㈲美夢舎

西 舘 優 菜 販 売 一 課（農）大雪生産組合

8

渡 辺 和 也 畜 産 部 北瑛農事組合 3班、（農）タダノ

山 口 真 里 奈 販 売 二 課（農）浦島農場、（合）多和楽

中 村 真 理 生産資材課 美田・夕張、㈲ジェネシス美瑛

9
野 尻 和 典 施 設 課 美田町内会、㈲畑中ﾌｧｰﾑ

田 村 和 行 農業機械課 五稜第一

10
佐 藤　 靖 畜 産 課 五稜農友会・㈲辻農場

中 家 良 太 販 売 一 課 ㈲大脇農場、㈲グリッター、㈲Victoire

11

山 田 直 樹 営 農 部 原野農事組合

菅　 章 貴 管 理 課 原野五線

安 藤 敏 之 農業機械課

12

佐 藤 秀 治 共 済 課 藤野第一

蠣 崎 な つ み 融 資 課 藤野協成

宮 下 水 月 経 理 課

13
加 藤　 護 金 融 部 藤野東和

能 登 谷 和 紀 監 査 室

班№ 　氏　　名　 部　　　署 訪　問　集　落

14

井 上 匡 史 販 売 一 課 美沢早崎

野 々 瀬 之 英 農業機械課

真 田 美 佳 管 理 課

15
佐 々 木 昭 大 販 売 一 課 美沢共立

児 玉 翔 吾 施 設 課 美沢新生

16
小 崎 裕 司 経 理 課 美沢共生

冨 田 め ぐ み 共 済 課 美沢美生

17
谷 口 朋 子 農業機械課 美瑛共和、美沢希望

手 塚 和 義 営農支援課 美沢川向集落

18
中 橋 勇 治 施 設 部 新向会

小 柳 秀 明 金 融 部

19
大 瀧 麻 美 生産資材課 下精美、上精美

我 妻 孝 治 営農支援課 ㈱ﾌｧｰﾑ風と緑の子守歌

20
栢 木 貴 志 販 売 一 課 置杵牛協英

山 田　 実 農業機械課 置杵牛中央

21
内 田 達 也 販 売 一 課 下宇莫別農事組合　下宇莫別第二

松 田 敏 美 農業機械課 赤羽

22

三 木 信 吾 生産資材課 下宇莫別農事組合　下宇莫別第一

山 田 健 太 郎 農業機械課 下宇莫別農事組合　下宇莫別朝日

近 藤　 舞 経 理 課

23
水 本 鉄 也 農業機械課 中宇農事組合、大三

横 山　 渓 畜 産 課 ㈱ﾍﾞｲﾘｯﾁﾗﾝﾄﾞﾌｧｰﾑ、（合）岩崎農場

24
中 村 紀 之 総 務 部 上宇莫別町内会、明治町内会

髙 橋 は る か 生産振興課（合）吉井ﾌｧｰﾑ、㈱稲川牧場

25

菅 野 政 輝 生産資材課 美馬牛大成、美馬牛第一

六 鹿 舞 子 販 売 二 課（農）美馬牛ﾌｧｰﾑ

森 平 笑 理 佳 農業機械課 ㈱びえい牧場

26
近 藤 和 文 共 済 部 ルベシベ第一、ルベシベ第二

加 藤 利 治 管 理 課 ルベシベ栄進

27

鈴 木 紀 寿 販 売 二 課 ルベシベ第三

高 橋 拓 也 農業機械課 ルベシベ平和

近 藤 め ぐ み 管 理 課

11
　18
（金）

（　　　）
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第1114号　平成28年11月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日 （第３種郵便物認可）

■農協法が公布されて来年で 70年の節目を迎え、当ＪＡも一日一
斉皆訪問のほか、協同の意義を深める事業に取り組みます。近年、
農政改革と称した危機が農業分野に迫っていますが、日本の戦後農
政は米生産と農地の政策だったとするのが農業政策に詳しい識者の
弁。確かに1970年の減反政策から転作・農地の流動化・構造改革
政策、食料・農業・農村基本法に由来した、食料の安定確保や農村
の活性化など米・水田に関する政策だった感は否めません。「攻め
の農政」として打ち出した規制改革実施計画で本当に安全・安心な
国産の食料を確保できるのでしょうか。その先にはＴＰＰによるグ
ローバル化の大波があることを忘れてはなりません。

733 人

1,872 人

244 億  7 百万円

75 億 19 百万円

 11 億  9 百万円

40 億 25 百万円
※百万円未満四捨五入  

（平成 28 年 9 月末）

発生件数　　3 件（ 17 件）　《15 件》
　　負傷　　2 人（ 16 人）　《15 人》
　　死亡　　1 人（  1 人）　《  0 人》
（　）は 28 年度累計　《　》は昨年同期累計
※負傷者数は農業労災加入者統計より

（10月20日現在）

10

2日（水）　ＪＡ北海道大会実践フォーラム

3日（木）　文化の日

11日（金）　ＪＡ上青協大会

16日（水）　青年部・フレッシュミセス会
　合同ミニバレー大会

18日（金）　組合員宅一日一斉皆訪問

21日（月）　役員海外視察研修（～ 28日）

22日（火）　馬鈴薯生産部会　道外流通視察研修（～ 24日）

23日（水）　勤労感謝の日
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第18回理事会　9月30日（金）
■議案審議事項

議案第１号　大口信用供与について

・原案どおり承認されました。

議案第２号　固定資産の処分（除却）について

・原案どおり承認されました。

議案第３号　規程類の一部変更と廃止について

・原案どおり承認されました。

恵
み
の
秋
に
舌
つ
づ
み
美
瑛
選
果

　

秋
の
収
穫
感
謝
祭

　

美
瑛
選
果
で
は「
食
べ
頃
い
っ
ぱ
い
！

秋
の
収
穫
感
謝
祭
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

10
月
８
日
か
ら
の
３
日
間
で
同
会
場

を
訪
れ
た
来
場
者
は
約
４
千
２
百
人
。

ア
ス
ペ
ル
ジ
ュ
自
慢
の
バ
タ
ー
を
添
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た
じ
ゃ
が
バ
タ
ー
や
北
海
道
プ
レ
ミ
ア

ム
美
瑛
牛
乳
な
ど
の
美
瑛
特
産
物
に
舌

つ
づ
み
。
好
評
だ
っ
た
馬
鈴
薯
と
玉
ね

ぎ
の
詰
め
放
題
に
は
来
場
者
の
列
も
見

ら
れ
人
気
の
高
さ
を
物
語
っ
て
い
ま
し

た
。

秋の味覚がいっぱいの収穫感謝祭
新商品のサブレとガレットも


